
（様式１）

平成２１年度 学校経営計画書及び自己評価計画書

石川県立小松工業高等学校
校 長 宇都宮 博

１ 教育目標
① 工業の専門高校として、地域産業の発展に貢献できる有為な産業人を育成する。
② 誠実を尊び、規律を守り、豊かな心、たくましい体力と実践力を持った人材を育成する。
③ 自ら専門技術の練磨を図り、科学的な探求心を持ち、創意工夫する人材を育成する。

２ 中・長期的目標
(1) 学校の現状

① 時代のニーズに応えた６学科（機械システム、機械テクニカル、電気、電子情報、建築土木、マテリアル）を有し、実践的
な工業技術や先端技術を身につけたスペシャリストを育成している。

② 創立７０周年を迎え、ものづくり人材を主眼とした「地元産業の発展に貢献できる意欲的な生徒の育成」を通して、地域に根
ざした工業高校であり続けている。

③ きめ細かな学習指導や生徒指導を行い、活力のある学校行事や部活動、生徒会活動等を通して、自律性に富み、心豊かな、たく
ましい体力を身につけた生徒を育成し、多様な可能性のある生徒の進路実現を図る。

(2) 生徒に関する中・長期的目標
① 学校での授業・実習を基本にしながら、家庭学習を習慣づけることにより、基礎学力の定着を図る。
② 基本的な生活習慣を確立し、心身ともに充実した高校生活を送ることを目指す。
③ 専門教科・領域への興味・関心を高めるとともに、インターンシップ等を通して勤労観・職業観の育成を図る。
④ 学校行事、部活動、生徒会行事等の集団活動を通して、互いに協力することの大切さや、自己の役割と責任について自覚し、人

間力の育成に努める。

(3) 教職員、学校組織等の望ましい在り方
① 教職員の意識改革を図り、学校経営計画に基づく教職員が一体となった機動的な学校組織運営に努める。
② 授業公開や校内研修を充実させ、わかる授業を展開すると共に、生徒による授業評価を実施し、授業力の向上に努める。
③ 保護者、地元企業、中学校、地域等に対して、様々な機会で本校の教育活動を情報発信し、開かれた学校づくりに努め、地域

への貢献を図る。

３ 今年度の重点目標
① 常に授業改善に取り組み、生徒の学習意欲を喚起する方策を講ずることで、自ら学習にいどむ力を育成する。
② 部活動の活性化を図り、保護者と連携をとりながら、基本的な生活習慣の確立を行う。
③ 地域貢献活動や情報発信を積極的に行い、保護者、地域社会及び企業等との連携を深め、生徒の可能性を生かした進路実現を

目指す。



備考欄は評価者 外：保護者・評議員・地域住民
生：生徒
内：教職員

重 点 目 標 具 体 的 取 組 主 担 当 現 状 評 価 の 観 点 実 現 状 況 の 達 成 度 判 断 基 準 判 定 基 準
備 考

外 生 内

１ 常に授業改善に取
り組み、生徒の学習意
欲を喚起する方策を
講ずることで、自ら学
習にいどむ力を育成
する。

① わかる授業を心がけ、
基礎的な知識・技能の習
得を図るとともに、テス
ト前自習講座等生徒の学
習意欲を引き出す指導方
法や授業時間の確保のた
めのベル着等方策を確立
する。

また、公開授業については
事後の教科学科会で検討し、
授業改善について意識改革
の徹底を図る。

教 務 公 開 授 業 を
各 人 年 ２ 回 実
施し、互いに授
業 を 見 せ 合 い
研 鑽 に 努 め て
い る 。 ま た 、
「 授 業 評 価 ア
ンケート」を年2
回実施し、授業
改 善 の 基 礎 資
料としている。
また、教室を透
明ガラスとし、
美 化 意 識 と 緊
張 感 を 持 っ て
授 業 に 臨 む よ
う 改 修 を 行 っ
た。

【努力指標】
生 徒 の 実 態 に 即

し、教材の提示方法
等改善し、わかる授
業を心がける。

授業は
Ａ とても工夫されていて、分かりやすい
Ｂ 分かりやすい授業が多い
Ｃ 分かりやすい授業が少ない
Ｄ ほとんどわからない

Ａ＋Ｂの合計が70％未
満の場合、教科・学科
内での指導法を再検討
（定期テスト後にｱﾝｹｰ
ﾄ調査）

○

【努力指標】
自 主 的 な 学 習 が

し やすい よう な宿
題やレポート課題、
小 テスト 等指 導者
側が準備工夫する。

自主的な学習時間（１時間）が
Ａ ほとんど達成できた
Ｂ だいたい週に２～３回達成できた
Ｃ 週に１回程度達成できた
Ｄ ほとんど達成できなかった

Ａ＋Ｂの合計が70％未
満の場合、新たな方策
を検討
（定期テスト後にｱﾝｹｰ
ﾄ調査）

○

【満足度指標】
１ 年 間 の 学 習 を

通して、基礎的な知
識・技能が習得した
ことが実感できる。

基礎的な知識・技能の習得について

Ａ 十分満足できる
Ｂ だいたい満足している
Ｃ あまり満足していない

Ｄ 満足していない

Ａ＋Ｂの合計が７０％
未満の場合、現状分析
と新たな方策を検討
（２学期末にｱﾝｹｰﾄ調査
教員とのデータ比較す
る）

○ ○

②
資格取得の指標となるジ

ュニアマイスターポイント
を明示し、更なる向上を目指
す。また、ＰＴＡのバックア
ップ事業として取り組む。

教 務
学 科

高度な資格取得
者を褒める観点
から掲示して全
体に啓発してい
る。また、工業科
での目標資格の
年間スケジュー
ル設定や合格率
を高める指導の
工夫を行う。

【努力指標】
資格取得に向け、

熟 練技能 者に よる
指 導など によ り生
徒 の学習 意欲 の高
揚を図る。

資格取得に向けて
Ａ 一生懸命努力した
Ｂ だいたい努力した
Ｃ あまり努力しなかった
Ｄ 努力しなかった

Ａ＋Ｂの合計が７０％
未満の場合、改善策を
検討
（学期末にｱﾝｹｰﾄ調査）

○

【満足度指標】
目 標 に し た 資 格

が取得でき、満足し

ている。

目標にした資格が
Ａ ほとんど取れたので、十分満足している
Ｂ かなり取れたので、だいたい満足している
Ｃ 少ししかとれなかったので、あまり満足していない
Ｄ ほとんどとれなかったので、不満足である

Ａ＋Ｂの合計が７０％
未満の場合、改善策を
検討
（学期末にｱﾝｹｰﾄ調査）

○

③ ものづくり教育を推進す
るとともに、課題解決のため
の思考力・判断力を養い、生
徒が主体的に取り組む事業
を設定し、全国有数の技術者
を育成する。

教 務
学 科

５年連続で、高
校生ものづくり
全国大会に出場
し、旋盤作業部門
では３位入賞し
た。日本一を目指
している。

【成果指標】
も の づ く り 大 会

に おいて 上位 入賞
または、複数出場を
目指す。

ものづくり大会において
Ａ 全国大会で上位入賞または複数出場することができた
Ｂ 全国大会に出場することができた
Ｃ 北信越大会に出場することが出来た

Ｄ 県大会出場どまりであった

Ｂ以上を目指す
（２学期に集計）

○

【満足度指標】
安 全 教 育 や 企 業

と の連携 事業 をと
おし、専門科目の学
習内容について、生
徒・保護者が十分に
満足している。

ものづくりをとおした専門科目の学習内容に
Ａ 大変満足している
Ｂ だいたい満足している
Ｃ 少し満足している

Ｄ あまり満足していない

生徒のＡ＋Ｂが７５％
未満の場合、改善策を
検討

（学期末にｱﾝｹｰﾄ調査、教
員と比較）

○ ○

２ 部活動の活性化を
図り、保護者と連携を
とりながら、基本的生
活習慣の確立を行う。

①
部活動を通し、コミュニケ

ーション能力の育成や感動
を体感させ、充実感の高まり
と上位入賞を目指す。また、
正門ディスプレイにて成果
をＰＲし、あわせて学校活性
化の情報発信をする。

生 徒 会

９割以上の加
入率だが近年実
績を残す部が限
られており、総体
ポイントが男子
上位になるよう
生徒職員一丸と
なって取り組む
よう共通認識を
持つ。

【満足度指標】

部 活動で 一人 一人
が 活躍の 場と 誇り
を 持って 取り 組め
る よう内 容の 充実
を図る。

部活動に
Ａ 大変満足している
Ｂ だいたい満足している
Ｃ 少し満足している
Ｄ あまり満足していない

Ａ＋Ｂの合計が７０％
未満の場合、改善策を
検討

（2学期末にｱﾝｹｰﾄ調査）

○ ○

【成果指標】

全国大会出場（県
代 表）の 部・ 同好
会・局・団を複数出
すことを目指す。

全国大会（県代表）出場の部が
Ａ ３部（同好会等含む）以上
Ｂ ２部（同好会等含む）以上
Ｃ １つの部（同好会等含む）のみ
Ｄ 全くない

Ｂ以上を目指す
（年度末で調査）

○



② 部活動は、健康増進だ
けでなく、基本的生活習
慣の確立や、メンタル面
の充実も期待できる。こ
の共通理解での取組が、
学校全体に波及していく
こ と を 全 生 徒 に 啓 発 す
る。

生 徒 指 導
部 活 動 単 位

に よ る 校 舎 内
朝 掃 除 や 通 学
路 ボ ラ ン テ ィ
ア 清 掃 を と お
し、自律性の育
成 と 基 本 的 な
生 活 習 慣 の 確
立 を 徹 底 し て
いきたい。

【成果指標】
社 会 の 一 員 と し

て 当たり 前に 要求
される遅刻・欠席に
自覚を促し、登校指
導 で「褒 める 声か
け」を励行する。

学期ごとの遅刻欠席ゼロ２０日のクラスが
Ａ 全クラスあった
Ｂ １２クラス以上あった
Ｃ ６クラス以上あった
Ｄ なかった

Ｂ未満の場合、改善策
を検討

（学期末に調査）

○

【成果指標】
基 本 的 な 生 活 習

慣 の確立 を心 がけ
指 導件数 の減 少を
目指す。

生活の乱れによる生徒指導件数が

Ａ １５件未満であった

Ｂ ２０件未満であった

Ｃ ２５件未満であった

Ｄ ２５件以上であった

Ｃ以下の場合、対応策
を検討

（年度末に集計）

○

③
本校の伝統的な行事で

ある駅伝大会やマラソン
大会をとおし、体力の向
上とクラスの団結力を養
う。

生徒会

教 科

学 校 敷 地 周 回
コ ー ス の ２ 周
タ イ ム を 計 測
し、基礎体力と
持 久 力 向 上 に
つなげる。

【努力指標】
体 育 的 行 事 に 関

す る授業 を通 して
体力の向上を図る。

春秋の駅伝コースタイムを比較して向上した生徒が

Ａ ７０％以上であった

Ｂ ６０％以上であった

Ｃ ５０％以上であった

Ｄ ５０％未満であった

Ｂ以上を目指す

（２学期末調査）

○

３ 地域貢献活動や情
報発信を積極的に行
い、保護者、地域社会
及び企業との連携を
深め、生徒の可能性を
生かした進路実現を
目指す。

①
生徒の能力や適性を発

見するため、企業見学や
企業実習の年間計画を早
期より示し、進路指導の
充実を図る。一学期に企
業ごとの採用計画情報を
把握し３者懇談の資料と
する。夏休みには応募前
見学の徹底を図り、企業
開拓と合わせて重点的に
取り組む。また、企業の
教育力を活かし勤労観や
職業観の育成を図るとと
もに就業意識を高める。

進路指導 適 性 に 応 じ
た 進 路 を 主 体
的 に 決 定 で き
るよう、３年間
を 見 通 し た 就
職・進学指導を
行っている。２
学 年 の イ ン タ
ー ン シ ッ プ は
全 員 参 加 を 目
指す。また、保
護 者 へ の 見 や
す い 情 報 提 供
を し て い き た
い。

【満足度指標】
月１回の進路だよ

りの発行や更新を目
指し、情報発信に努め
る。

進路関係の情報提供に
Ａ 大変満足している
Ｂ だいたい満足している
Ｃ 少し満足している
Ｄ あまり満足していない

Ａ＋Ｂの合計が８０％
未満の場合、現状分析
と新たな方策を検討
（学期末にｱﾝｹｰﾄ調査）
教員と外部と認識の比較
を行う。

○ ○

【努力指標】
生徒が、進路決定

時仕事（勤労観、職
業感）について充分
理解している。

進路決定時、仕事（勤労観・職業観）について
Ａ 大変理解している
Ｂ だいたい理解している
Ｃ 少し理解している
Ｄ あまり理解していない

Ａ＋Ｂの合計が８０％
未満の場合、現状分析
と新たな方策を検討
（２学期にｱﾝｹｰﾄ調査

○

② 生徒指導について、保
護者との連絡を密にする
とともに、校内指導体制
について情報の共有化を
図るため連絡体制の見直
しを行う。

生 徒 指 導 入学式、ＰＴ
Ａ総会、地区懇
談 会 等 に お い
て 基 本 的 な 生
活 指 導 の 方 針
を説明し、保護
者 の 理 解 を 求
める。

【努力指標】
校則について、生

徒 の理解 が得 られ
保 護者の 支援 体制
が十分である。

校則について

Ａ 十分理解し、お子様が守るよう話し合っている

Ｂ だいたい理解し、お子様が守るよう話し合っている

Ｃ 少し理解しているが、話し合っていない

Ｄ あまり理解していない

Ａ＋Ｂの合計が８０％
未満の場合、現状分析
と新たな方策を検討
（学期末にｱﾝｹｰﾄ調査）

○

③ 地域との関わりの中で、教
育活動の充実を図る。また、
地域と一体となって通学路
等の危機管理について共通
認識を持って対応する体制
を構築する。

総 務
学 科
生 徒 会

ＡＥＤ固定設
備の製作や地域
チャレンジ事業
で小学生・幼稚園
への出前授業等
ものづくりを活
かして地域に貢
献している。学校
行事においても
多くの来校者が
あり、学校の様子
を見ていただく
と共に学校の特
色をアピールし
ている。また、外
部の方が生徒に
指導・助言する機
会も多く求めた
い。

【努力指標】
地 域 貢 献 の 一 層

の 充実が 図ら れて
いる。

地域貢献に
Ａ 大変努力した
Ｂ だいたい努力した
Ｃ 少し努力した
Ｄ あまり努力しなかった

Ａ＋Ｂの合計が８０％
未満の場合、現状分析
と新たな方策を検討

（年度末に集計）

○

【成果指標】

学校行事で、地域
の 参加者 を増 やす
働 きかけ が図 られ
ている。

学校行事で参加者の増加が前年度比で

Ａ ２０％以上であった

Ｂ １０％以上であった

Ｃ 例年並みであった

Ｄ 減少した

Ａ以上を目指す

（年度末に集計）

○

【満足度指標】

外部講 師に よる
指導、助言（講演会
等含む）をいただく
機 会が適 切に 企画
されている。

外部講師の指導・助言（講演会等含む）について
Ａ 講話内容が今後の学習にとても参考になり、大変満足

している
Ｂ 講話が難しかったが、興味がわき大体満足している
Ｃ 部分的に参考になり、少し満足している
Ｄ 内容が分からなく、あまり満足していない

Ａ＋Ｂの合計が６０％未満
の場合、現状分析と新たな
方策を検討

（2学期末にｱﾝｹｰﾄ調査）

○


